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みなさんは最近、「世界的な猛暑」や「記録的な大雨」、

「異常気象」という言葉をニュースでよく耳にしませんか？ 

2024 年には栃木県佐野市で 41.0℃、2025 年には群

馬県伊勢崎市で 41.8℃という日本の国内最高気温を相

次いで更新していました。また、今年は九州北部や中国、四

国、近畿で観測史上最速の梅雨明けとなり、7 月には各地

で渇水が話題となりました。 

私たちが体感している異常な暑さや気象の変化は、果たし

て“たまたま”なのでしょうか。それとも、地球温暖化が本当に

関係しているのでしょうか？ 

この根本的な疑問に科学の立場から迫ろうとしているのが、

「イベントアトリビューション（Event Attribution）」という新

しい研究分野です。最近では、「今年の猛暑や少雨は、地

球温暖化によってどれくらい起きやすくなったのか」といった、具

体的な現象ごとに温暖化の影響がどこまで大きいかを詳しく

調べる研究が進んでいます。 

 

 

イベントアトリビューションとは

イベントアトリビューションでは、「地球温暖化がない世界」

と「現在のように地球温暖化が進んだ世界」の両方をコンピュ

ーター上で仮想的に再現し、わずかに条件を変えて何度も天

気のシミュレーションを繰り返します。 

こうして同じ条件で何十回、何百回も天気を計算すること

で、「猛暑」や「大雨」がどれくらいの確率で起きるかを計算し

ます。そして、「地球温暖化がない世界」と「現在のように地

球温暖化が進んだ世界」における確率の違いを比較すること

で、地球温暖化の影響を科学的に明らかにすることができま

す。 

イベントアトリビューション研究は、国内では 15 年前から世

界に先駆けて開始され、東京大学、京都大学、気象庁気

象研究所などに所属する研究者が精力的に推進しています。 

 

 

 

 

イベントアトリビューション 

～今年の猛暑、地球温暖化が原因ですか？～ 

   責任投資推進室 

  泉山 直哉 

小 林

様 

 

お世話になっておりま

す。 

日程の件、再調整をあり

がとうございました。 

 

9 月 30 日（月）14 時～

でお願いできますでし

ょうか？ 

 

Zoom の URL とパスコ

ードをお送りしておき

ます。 

https://mori-co-

jp.zoom.us/j/839377869

88 

ミーティング  ID: 839 

3778 6988 

パスコード: DCvmaCi7 

 

どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

 

鈴木 友紀代 

森ビル株式会社  

タウンマネジメント事

業部 運営企画部 

虎ノ門ヒルズ運営グル

ープ  

direct： 03-5771-9588 

2025 年 9 月 3 日 

https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
https://mori-co-jp.zoom.us/j/83937786988
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もっと分かりやすく 

ここまでの説明ではイメージしづらいかもしれないので、たと

え話を使って詳しくご説明します。 

「地球温暖化がない世界」をコンピューターの中で仮想的

に再現し、東京の 8 月 1 日の最高気温を何百回もシミュレ

ーションしたとします。その結果をもとに、横軸を最高気温、縦

軸を「その気温になる回数」としてグラフにすると、最高気温

35℃以上の猛暑日がどれくらいの割合で起きるかは、グラフ

の右側、青色の部分の面積によって表されることになります。 

同じような実験を「地球温暖化が進んだ世界」でも行うと、

オレンジ色の線のような結果になります。オレンジ色の線は全

体的に右側へずれており、猛暑日になる部分（オレンジの面

積）が青色よりも広がっています。これは、「地球温暖化が進

んだ世界では猛暑日になる確率が増えている」ということを意

味しています。 

つまり、イベントアトリビューションの研究では、温暖化がな

い場合と比べて、どれだけ極端な暑さや異常気象が起こりや

すくなっているかを、科学的にシミュレーションで確かめているの

です。

 

【図表１：地球温暖化がない世界と地球温暖化が進んだ世界のイメージ図】 

※上記グラフは筆者の仮説データをもとに作成。 

 

研究事例～2025 年 7 月の猛暑～  

2025 年 7 月 22 日～30 日にかけて観測史上類を見な

い猛暑に見舞われ、特に 7 月 30 日には兵庫県丹波市の

柏原
か い ば ら

で 41.2℃の日本最高気温記録（当時）*1 を更新し

たほか、全国の観測点のうち 3 割以上にあたる 276 地点で

最高気温 35℃以上の猛暑日を観測しました。 

この猛暑について、イベントアトリビューションを推進している

研究者を中心に今年設立された極端気象アトリビューション

センター（WAC）がイベントアトリビューションを用いて検証し

た結果をご紹介します。なお、この検証で使用されている「上

空約 1,500 メートルの気温」は、昼夜の寒暖差や建物・山

など地表面の影響を受けにくいことから、普段の天気予報を

作成するうえで幅広く参考にされているデータです。 

気象庁の統計によれば、2025 年 7 月下旬は全国的に

記録的な高温となり、7 月 22 日～30 日の日本列島上空

約 1,500 メートルの気温が平均 19.4℃に達し、1950 年

以降で最も高い水準を記録しました。「現在のように地球温

暖化が進んだ状態」では、このレベルの高温が発生する確率

は 3.2%と約 31 年に 1 度起こると推定される一方で、地球  
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温暖化が無いと仮定した気象条件では、このような極端

な高温が起きる確率は約 0.0087%と推定され、10,000

年に 1 度起こるかどうかの極端な現象であったことがわかりま

した。 

 

このような具体的なデータからも、私たちが経験した異常

気象は偶然ではなく、地球温暖化によって明確に“起こりや

すくなっている”ことが科学的に証明されたのです。 

 
*1 

8 月 5 日に群馬県伊勢崎市で 41.8 度を観測

 

まとめ 

イベントアトリビューションを用いることで、異常気象が起こる

可能性を“○○年に 1 度”という具体的な数値で示すことが

可能になりつつあります。 

例えば、「以前は 100 年に 1 度程度しか起こらない猛暑

が、地球温暖化が進んだ現代では 10 年に 1 度程度起こる

かもしれない」と聞けば、地球温暖化の影響がどれほど私たち

の日常に近づいているか実感できることでしょう。一方で、イベ

ントアトリビューションの前提条件は過去の観測データなどに

依存しており、また現在使用されている気候モデルは細かい

地形までを完全に考慮できているわけではありません。それで

も、この分野の研究は着実に進展しており、モデルの高精細

化や迅速な分析への取り組みが続けられています。 

私たち一人一人が普段から気象情報や科学の進歩に関

心を持ち、「なぜこうなったのか」と問い続ける意識が、地球温

暖化防止に向けた取り組みを行ううえで、これからの時代に

一層大切になっていくことでしょう。

 

 

＜参考資料＞ 

●気象庁 

各種データ・資料 

  https://www.jma.go.jp/jma/menu/menureport.html 

 

●極端気象アトリビューションセンター（WAC） 

  2025 年 7 月下旬の記録的高温 「地球温暖化の影響がなければ発生しなかったレベル」 

https://weatherattributioncenter.jp/analyses/extreme-heat-july2025/ 

 

file://///svscl200/GRP/サステナビリティ推進部/63_サステナビリティニュースレター/20_原稿/202508_温暖化/　https:/www.jma.go.jp/jma/menu/menureport.html
file://///svscl200/GRP/サステナビリティ推進部/63_サステナビリティニュースレター/20_原稿/202508_温暖化/　https:/www.jma.go.jp/jma/menu/menureport.html
https://weatherattributioncenter.jp/analyses/extreme-heat-july2025/
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重要な注意事項 

⚫ 当資料は、情報提供を目的として、三井住友 DS アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券

等の売買を推奨･勧誘するものではありません。 

⚫ 当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。 

⚫ 当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。 

⚫ 当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を

保証するものではありません。 

⚫ 当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。 

⚫ 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属

します。 

⚫ 当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

⚫ 当資料において、個別銘柄に言及している場合がありますが、例示を目的とするものであり、当該銘柄に投資するとは限りません。また、

個別銘柄を推奨するものではありません。 

 

三井住友 DS アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 399 号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 


